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赤痢菌検出法培地の開発研究
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（平成17年度知事賞受賞：平成17年10月28日）

細菌性赤痢に関しては，現在でも世界で毎年約 8,000

万人が罹患し，うち約 70 万人が死亡している 1)．我が

国における細菌性赤痢患者（疑似症患者および保菌者を

含む）の届け出は2001年844例，2002年699例，2003年

473例，2004年578例（国立感染症研究所）である．以上

のように細菌性赤痢は，今なお重要な感染症であり，赤

痢菌は食中毒の重要な病因物質でもある．2001年には韓

国産かきを原因とする大規模広域食中毒に発展した事例

があり，かつ生かきを摂食した家族からの二次感染も起

こっている2)．

しかし，赤痢菌は，汚染した食品の中から検出するこ

とが腸内細菌のなかで最も困難な菌群であると考えられ

ている．このため，食品を介して発生する感染事例が多

いにもかかわらず，原因食品が特定されないため，実際

の食中毒事例よりも少数の事例のみが食中毒として報告

されるに過ぎないと指摘されている３）． 汚染食品から

赤痢菌を検出することが困難である理由は，増菌用培地，

分離培地共にその性能が低いことが挙げられるが，

性能の低さをもたらす細菌側の要因として，赤痢菌が他

の菌の産生する酸に弱いことが報告されている4)．実際

に，現行の寒天平板培地を用いた競合菌の存在下で，赤

痢菌の検出率を検討したところ，かなり低いことが判明

した（図1）．

そこで今回，赤痢菌を検出するための新しい寒天平

板培地を開発することを目的とした研究を行なった．

赤痢菌は他の腸内細菌と大きく異なる生化学性状が

図 １　ほぼ同数の大腸菌とともに培養した場合の　DHL 寒天培地上
の赤痢菌の出現率、大腸菌4株、赤痢菌10株を用い、それぞれ100

集落での出現率をもとに算出した（計4000集落）
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少ない．そのため，従来の培地では，赤痢菌を分離する

上で検出感度が低く，赤痢菌の検出に問題があった．そ

こで，新たな寒天平板培地の開発を行った．

今回，赤痢菌の生化学性状の特徴を近縁の他の菌種と

比較することにより，4 菌種総ての赤痢菌を検出するの

に適した寒天平板培地（新型培地 1）および，赤痢菌の

うち，我が国で最も患者数の多いゾンネ赤痢菌を検出す

るのに適した培地（新型培地 2）をそれぞれ開発した．

新型培地 1 では，赤痢菌は黄色の集落を形成した．

新型培地 2 では，赤痢菌は青色または紺色集落を形成

した．性能を評価するため，かきに赤痢菌を添加し，本

培地にて培養した．赤痢菌と視認される集落を釣菌後，

真に赤痢菌であった割合を既存の培地と比較すると，新

型培地 1 では，従来の培地に比較して 1.7 倍以上，新

型培地 2 では，2.6 倍の検出感度を示した．

同様に，パセリでは，新型培地 1 で，1.8 倍以上の検

出感度を示した．さらに，ヒト糞便 10 ｇに Enterobacter

cloacae ATCC 13047 株など 8 菌種と，赤痢菌を混合し

て培養した時，新型培地 1 は，従来の赤痢菌用寒天平

板培地の 1.4 倍以上の検出感度を示した．健常者の便 5

名分に等量の生理食塩水を加え，これら 5 件をともに

混和し，この 9 容に1 容のゾンネ赤痢菌液を加えたも

のを 5 段階（1.4 × 10 から 1.4 × 105）希釈して新型

培地 2 で培養し，ゾンネ赤痢菌と視認される菌を分離

し，真にゾンネ赤痢菌であった割合を比較した．その結

果，本発明の寒天平板培地上で青色あるいは紺色もしく

は水色集落を形成し，ゾンネ赤痢菌を疑い分離した菌株

の内，87.5 ％がゾンネ赤痢菌であった．それに対して，

従来から用いられている SS 寒天培地では，1.8 ％，DHL

寒天培地では，21.7 ％がゾンネ赤痢菌にすぎなかった．

このように新型培地 2 は，従来の赤痢菌用寒天平板培

地の少なくとも 4 倍以上の検出感度を示した．
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表 １ 新型培地 1 （4 菌種の赤痢菌を検出）の

組 成

構 成 物 1 リ ッ ト

ル 中 の 含

量

Ｌ （ ＋ ） － リ シ ン 一 塩 酸 塩 5 ｇ

Ｄ － グ ル コ ー ス 3 . 5 ｇ

ブ ロ モ チ モ ー ル ブ ル ー 0 . 0 3 2 ｇ

ブ ロ モ ク レ ゾ ー ル パ ー プ ル 0 . 0 2 ｇ

5－ ブ ロ モ － 4 － ク ロ ロ － 3－ 0 . 3 7 5 g

イ ン ド リ ル － β － D － グ ル コ

ピ ラ ノ シ ド

ポ リ オ キ シ エ チ レ ン ( 2 0 )セ チ 0 . 0 5 ｇ

ル エ ー テ ル

Ｎ ， Ｎ － ジ メ チ ル ホ ル ム ア ミ 1 . 5 ｇ

ド

寒 天 1 5 ｇ

ペ プ ト ン 1 5 ｇ

酵 母 エ キ ス 3 ｇ

塩 化 ナ ト リ ウ ム 5 ｇ

ク リ ス タ ル バ イ オ レ ッ ト 0 . 0 0 1 ｇ

胆 汁 酸 塩 2 ｇ

表 2 新型培地 2（ゾンネ菌種の赤痢菌を検出）

の 組 成

構 成 物 1 リ ッ ト

ル 中 の 含

量

D－ キ シ ロ ー ス 10 g

ス ク ロ ー ス 5 g

ニ ュ ー ト ラ ル レ ッ ド 0.04 g

5 － ブ ロ モ － 4 － ク ロ ロ － 3－ 0.15 g

イ ン ド リ ル － β － Ｄ － グ ル ク

ロ ニ ド

ポ リ オ キ シ エ チ レ ン ( 2 0 )セ チ 0.05 g

ル エ ー テ ル

Ｎ ， Ｎ － ジ メ チ ル ホ ル ム ア ミ 1.5 g

ド

寒 天 15 g

ペ プ ト ン 20 g

酵 母 エ キ ス 3 g

塩 化 ナ ト リ ウ ム 5 g

ク リ ス タ ル バ イ オ レ ッ ト 0.001 g

胆 汁 酸 塩 2.5 g

また，新型培地の発育支持性を Miles と Misra の方

法５）にて確認したところ，新型培地 1 および 2 は，107

希釈まで赤痢菌が検出され，既存の寒天平板培地と比較

し良好な値を示した．

以上のように，今回開発した新型培地 1 および 2 は，

従来の寒天平板培地の性能を上回り，十分に実用性のあ

る赤痢菌検出用寒天平板培地であると考えられた．

最後に，本研究を進めるにあたり，様々に御助力いた

だきました当所 吉村健清所長，石黑靖尚病理細菌課長

はじめ関係各位に深謝するとともに，受賞に際しご高配

いただきました山下芳郎保健福祉部企画課長（現保健福

祉課長）はじめ本庁関係各位に謝意を表します．
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